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1
．
個
人
版
事
業
承
継
税
制
の
概
要

令
和
元
年
度
税
制
改
正
で
は
、
平
成
30
年

度
税
制
改
正
に
お
け
る
法
人
の
事
業
承
継
税

制
（
以
下
「
法
人
版
」
と
し
ま
す
）
に
続
き
、

個
人
事
業
者
に
つ
い
て
も
事
業
承
継
を
促
進

す
る
た
め
相
続
税
・
贈
与
税
の
新
た
な
事
業

承
継
税
制
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
高
齢
化
が

急
速
に
進
展
す
る
中
で
、
円
滑
な
世
代
交
代

を
通
じ
た
事
業
の
持
続
的
な
発
展
の
確
保
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
そ

の
背
景
に
あ
り
ま
す
。

個
人
事
業
者
の
事
業
承
継
税
制
（
以
下

「
本
制
度
」
と
し
ま
す
）
は
、
従
来
の
事
業

用
の
小
規
模
宅
地
の
特
例
と
の
選
択
適
用
を

前
提
と
し
た
10
年
間
の
時
限
措
置
で
す
。
従

来
か
ら
特
例
の
対
象
で
あ
る
事
業
用
の
宅
地

（
面
積
上
限
4
0
0
㎡
）
に
加
え
、
事
業
用

の
建
物
（
床
面
積
上
限
8
0
0
㎡
）
及
び
一

定
の
減
価
償
却
資
産
を
対
象
に
、
相
続
の
み

な
ら
ず
生
前
贈
与
に
も
適
用
す
る
こ
と
と
し
、

対
象
資
産
の
課
税
価
格
の
1
0
0
％
に
対
応

す
る
相
続
税
額
・
贈
与
税
額
の
納
税
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
本
制
度
の
適
正
性
を
確
保
す
る
た

め
、
終
身
の
事
業
・
資
産
保
有
の
継
続
要
件

を
設
け
る
と
と
も
に
、
債
務
控
除
を
利
用
し

た
制
度
の
濫
用
の
防
止
を
考
慮
し
た
猶
予
税

額
の
計
算
方
法
を
採
り
、
法
人
版
と
同
様
、

後
継
者
以
外
の
相
続
人
の
税
額
に
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
仕
組
み
と
す
る
一
方
、
個
人
事
業

者
の
特
性
も
考
慮
し
た
緩
和
措
置
を
設
け
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
本
制
度
は
、
従
来
の
事
業
用

の
小
規
模
宅
地
の
特
例
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
踏

ま
え
つ
つ
、
可
能
な
限
り
法
人
版
に
準
じ
た

中島 孝一 氏

MJS税経システム研究所・客員研究
員、税理士法人 平川会計パートナー
ズ・所属税理士、日本税務会計学会・
相談役。 著書等に『平成31年度税
制改正と実務の徹底対策』（日本法
令・共著）、『事業承継税制の特例・
完全ガイド』『居住用財産に係る税
務の徹底解説』（税務研究会出版局・
共著）、『改訂版・資産をめぐる複数
税目の実務』（新日本法規出版・共著）
などがある。

平川会計パートナーズ
所属税理士

制
度
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
1
）。

2
．
本
制
度
の
適
用
を
受
け
る
た
め
の

手
続
き

相
続
税
に
つ
い
て
本
制
度
の
適
用
を
受
け

る
た
め
に
は
、
図
2
の
よ
う
に
個
人
事
業
承

継
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
認
定
経
営

革
新
等
支
援
機
関
が
所
見
を
記
載
し
て
（
記

載
内
容
の
詳
細
は
中
小
企
業
庁
の
「
申
請
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
参
照
）、
平
成
31
年
4
月
1
日

か
ら
令
和
6
年
3
月
31
日
ま
で
に
都
道
府
県

庁
へ
提
出
し
、
そ
の
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
個
人
事
業
承
継
計
画
等
の
提
出
は
、

認
定
申
請
（
相
続
開
始
日
の
翌
日
か
ら
8
カ

月
以
内
に
提
出
）
と
同
時
に
提
出
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
（
贈
与
税
に
つ
い
て
も
基
本
的

に
は
同
様
）。

3
．
本
制
度
の
適
用
を
受
け
る
か
否
か
の

判
断
基
準

（
1
） 

猶
予
及
び
免
除
さ
れ
る
相
続
税
額
の

試
算

本
制
度
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
相
続
税

額
の
納
税
が
猶
予
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
（
課

税
が
繰
延
べ
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
）、
将
来

的
に
は
そ
の
納
税
が
免
除
さ
れ
る
（
免
税
に

な
る
）
と
い
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
「
猶
予
及
び
免
除
」
を
受
け
る
た
め
に

は
、
一
定
の
要
件
を
充
足
す
る
と
と
も
に
継

個人版事業承継税制の
ポイント解説

令和元年度与党税制改正において、10年間の時限措置として、個人事業者の事業用資産に係る納税猶予制度が創設されました。
そこで、本特集ではこの新制度に関する留意点やポイントを解説いただきます。
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相
続
税
の
額
」
を
優
先

す
る
こ
と
に
な
り
、
本

制
度
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

逆
に
、
ケ
ー
ス
2
の

よ
う
に
、「
猶
予
及
び

免
除
さ
れ
る
相
続
税
の

額
」
が
コ
ス
ト
を
下
回

っ
て
い
る
と
判
断
す
れ

ば
、「
要
件
充
足
及
び

継
続
す
る
た
め
の
コ
ス

ト
」
を
負
担
す
る
煩
わ

し
さ
を
優
先
し
て
、
あ

え
て
本
制
度
の
適
用
を

受
け
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
先
代
事

業
者
に
相
続
が
開
始
し
た
場
合
に
は
、
相
続

税
が
ど
の
程
度
の
額
に
な
る
か
、
事
前
の
試

算
が
必
要
不
可
欠
と
言
え
ま
す
。

な
お
、
判
断
要
素
を
「
相
続
税
の
額
」
の

み
と
し
て
い
る
理
由
は
、
贈
与
税
に
つ
い
て

本
制
度
の
適
用
を
受
け
た
と
し
て
も
、
贈
与

者
が
死
亡
す
れ
ば
、
猶
予
を
受
け
た
贈
与
税

は
免
除
さ
れ
る
と
と
も
に
、
死
亡
し
た
贈
与

者
に
相
続
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

最
終
的
に
は
免
除
さ
れ
た
贈
与
税
が
猶
予
対

象
と
な
る
相
続
税
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
一
般
的
に
は
判
断
要
素
に
「
贈
与
税

の
額
」
は
不
要
に
な
り
ま
す
。

続
す
る
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
（
要
件
充
足
及
び

継
続
）
を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、「
要
件
充
足
及
び
継
続
」
と
い
う

ハ
ー
ド
ル
を
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
、「
猶
予
及
び

免
除
」
が
達
成
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

具
体
的
に
は
、
次
の
ケ
ー
ス
1
の
よ
う
に

「
要
件
充
足
及
び
継
続
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
」

を
要
し
た
と
し
て
も
、「
猶
予
及
び
免
除
さ
れ

る
相
続
税
の
額
」
が
コ
ス
ト
を
超
過
し
て
い

る
と
判
断
す
れ
ば
、「
猶
予
及
び
免
除
さ
れ
る

出典：財務省資料

※ 「多額」及び「少額」は、個別に判断されるべきものです。

図1　個人事業者の事業承継税制の創設

○既存の事業用小規模宅地特例との選択適用を前提に、10年間の時限措置として、新たな納税猶予制度を創設する。
　（平成31年1月1日から令和10年12月31日まで）
○法人の事業承継税制と同様、承継計画を作成して確認を受ける仕組みとし、承継後は事業・資産保有の継続を定期的に確認。

[ケース1：本制度の適用を受ける判断を行う場合]
猶予及び免除される相続税の額（多額）　＞　要件充足及び継続するためのコスト
[ケース2：本制度の適用を受けない判断を行う場合]
猶予及び免除される相続税の額（少額）　＜　要件充足及び継続するためのコスト

○事業用の宅地、建物、その他一定の減価償却資産※について、課税価格の100％に対応する額を納税猶予
※固定資産税又は営業用として自動車税若しくは軽自動車税の課税対象となっているもの等
･事業用宅地の面積上限（400㎡）と事業用建物の床面積上限（800㎡）を設定
･法人の事業承継税制と同様、担保を提供し、猶予取消しの場合は猶予税額及び利子税を納付
○相続時・生前贈与時いずれにも適用可能とする
○事業等の継続要件
･個人事業者の事業継続を支援するという政策目的との整合性を確保するため、相続税の申告期限後、終身の事業・資産保有の継続要件を設ける
･個人事業者の特性も考慮した緩和措置を設ける
※後継者の死亡・一定の重度障害、一定の災害の場合は猶予税額を免除
※経営環境変化や心身の故障等により適用対象資産を譲渡又は廃業する場合、その時点の資産価額で猶予税額を再計算し、差額免除
○債務控除に関する措置
･債務控除を使った制度の濫用を防止するため、被相続人に債務がある場合には、特定事業用資産の価額から当該債務の額（明らかに事業用でない債務の額を除

く）を控除した額を猶予税額の計算の基礎とする
○税額の計算方法
･後継者以外の相続人の相続税額に影響が生じない計算方法とする
※貸付事業（アパート、駐車場等）は、現行の小規模宅地特例においても事業用とは別区分であり、本措置の対象外とする。この他、法人の事業承継税制における

資産管理会社要件を踏まえた要件設定等、所要の措置を講じる。

出典：中小企業庁資料

図2　個人版事業承継税制の適用を受けるための手続き

●後継者が「個人事業承継計画」を作成し、認定経営革新等支援
機関が所見を記載。

●2019年4月1日から2024年3月31日まで提出可能。
※個人事業承継計画は認定申請と同時に提出することも可能。

●2019年1月1日から2028年12月31日までの承継が対象。

●相続の開始の日の翌日から8カ月以内に申請
（相続の開始の日の翌日から5カ月を経過する日以後の期間に

限ります）。
●個人事業承継計画を添付。

●相続の開始の日の翌日から10カ月以内に認定書の写しとともに、
相続税の申告書等を提出。

●税務署へ「継続届出書」を提出。
（3年に1回）

都
道
府
県
庁

税
務
署

認定申請

申告期限後

税務署へ申告

相続又は遺贈

個人事業承継
計画の策定
確認申請
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○青色申告を行っていること　等

【認定基準70の6の10②ニイ】
事業、資産、後継者に関する要件の
判定（円滑化省令）

5年経過後に、特例事業用資産を現物出資
して、会社を設立した場合は、後継者によ
るその株式等の保有を前提に、猶予継続

[70の6の10⑥]

○相続開始直前に先代の事業に従事していること
（先代が60歳以上である場合）

○開業届を提出すること
○青色申告を行うこと　等

・総収入金額が零でないこと
・廃業していないこと
・性風俗関連特殊営業に該当しないこと
・資産管理事業に該当しないこと
・特例事業用資産を譲渡しないこと　等

○土地（400㎡まで）
○建物（800㎡まで）
○減価償却資産 有形減価償却資産

無形減価償却資産
生物

青
色
申
告
書
の

B
S
に
計
上

（
2
） 

本
制
度
の
各
種
適
用
要
件
の
あ
ら
ま
し

本
制
度
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
①

都
道
府
県
知
事
に
対
し
確
認
申
請
及
び
認
定

申
請
を
行
い
、
②
所
轄
税
務
署
長
へ
提
出
す

る
相
続
税
の
期
限
内
申
告
書
に
は
、
本
制
度

の
適
用
を
受
け
る
旨
の
記
載
が
あ
り
、
③
被

相
続
人
（
先
代
事
業
者
）
及
び
相
続
人
（
後

継
者
）
の
そ
れ
ぞ
れ
が
適
用
要
件
を
満
た
す

と
と
も
に
、
④
猶
予
の
対
象
と
な
る
相
続
財

産
は
特
定
事
業
用
資
産
の
要
件
を
満
た
す
も

の
で
あ
れ
ば
、
⑤
本
制
度
の
適
用
に
係
る
猶

予
税
額
等
に
相
当
す
る
担
保
を
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
納
税
が
猶
予
さ
れ
ま
す

（
図
3
）。

納
税
が
猶
予
さ
れ
た
後
は
、
⑥
所
轄
税
務

署
長
に
対
し
3
年
毎
に
猶
予
期
間
中
に
お
け

る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
旨
の
「
継
続
届
出

書
」
を
提
出
し
続
け
る
必
要
が
あ
り
、
猶
予

を
受
け
た
相
続
人
（
後
継
者
）
の
死
亡
な
ど

に
よ
り
猶
予
税
額
が
免
除
さ
れ
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

前
述
の
「
要
件
充
足
及
び
継
続
す
る
た
め

の
コ
ス
ト
」
と
は
、
前
記
①
か
ら
⑥
を
指
し
、

相
当
程
度
に
高
い
ハ
ー
ド
ル
と
言
え
ま
す
。

4
．
本
制
度
の
課
題

本
制
度
は
、
次
の
よ
う
な
諸
々
の
課
題
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
法
人
版
と
比
較
し
て
使
い

勝
手
の
悪
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
そ
の
課
題
が
解
消
さ
れ
れ
ば
、

法
人
版
の
特
例
措
置
と
同
様
に
飛
躍
的
に
確

認
申
請
数
が
増
加
す
る
こ
と
も
期
待
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
1
） 

対
象
と
な
る
事
業
の
範
囲

本
制
度
の
対
象
と
な
る
事
業
は
、
小
規
模

宅
地
の
特
例
に
お
け
る
特
定
事
業
用
宅
地
等

の
対
象
と
な
る
事
業
と
同
一
で
あ
り
、
そ
の

事
業
の
範
囲
か
ら
は
、
不
動
産
貸
付
業
・
駐

車
場
業
及
び
自
転
車
駐
車
場
業
が
除
か
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
本
制
度
の
対
象
と
な
る
事
業

を
行
う
者
は
、
個
人
の
医
師
・
歯
科
医
師
な

ど
に
限
定
さ
れ
た
も
の
と
な
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
2
）
担
保
提
供

法
人
版
で
は
、
本
来
、
国
税
通
則
法
上
の

担
保
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
非
上
場
株

式
等
の
担
保
提
供
を
例
外
的
に
認
め
て
い
ま

す
が
（「
み
な
す
充
足
」
の
適
用
も
あ
り
ま

す
）、
本
制
度
で
は
、
法
人
版
に
お
け
る
例
外

的
な
措
置
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
国

税
通
則
法
の
規
定
に
則
っ
て
担
保
提
供
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
本
制
度
の
適
用
を
受
け
る
た
め

に
は
、
猶
予
税
額
等
に
相
当
す
る
担
保
の
調

達
が
必
要
に
な
り
、「
み
な
す
充
足
」
の
適
用

が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
か
な
り
の
負

担
に
な
り
ま
す
。

図3　個人事業者の相続税の納税猶予制度の適用要件等

事業承継

事業承継

5年後

認定

特定事業用資産の相続

都道府県知事

先代事業者（被相続人）の要件
[70の6の10①]

後継者（特例事業相続人等）の要件
[70の6の10②ニ]

事業・資産保有継続要件
[70の6の10③]

特定事業用資産の要件
[70の6の10②－]

先代事業者

後継者

出典：財務省資料
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QRコードからアクセスし、
ぜひお答えください!

本誌アンケートに答えた方に毎月抽選で

2,000円分を
プレゼント!

2,0002,0002,000
QUO
カード

れ
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
前
記
の
措
置
は
、
納
税
猶
予
を

受
け
た
後
継
者
が
そ
の
事
業
を
会
社
形
態

（
株
式
会
社
・
合
名
会
社
・
合
資
会
社
又
は
合

同
会
社
）
に
す
る
場
合
に
認
め
ら
れ
る
も
の

で
あ
り
、
後
継
者
が
新
た
に
設
立
し
た
法
人

が
医
療
法
人
（
税
理
士
法
人
等
も
同
様
）
の

場
合
に
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

（
4
） 

小
規
模
宅
地
の
特
例
と
の
選
択
適
用

本
制
度
は
、
後
継
者
以
外
の
相
続
人
の
相

続
税
額
に
影
響
を
生
じ
さ
せ
な
い
計
算
方
法

（
3
）
後
継
者
が
医
療
法
人
の
設
立
を
検
討
し

て
い
る
場
合

本
制
度
は
、
後
継
者
が
事
業
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
を
前
提
に
納
税
猶
予
を
認
め
て
い

ま
す
が
、
納
税
猶
予
を
受
け
て
い
る
う
ち
に

事
業
規
模
が
拡
大
し
、
個
人
形
態
か
ら
法
人

形
態
に
事
業
転
換
を
図
る
こ
と
も
想
定
し
、

納
税
猶
予
適
用
か
ら
5
年
経
過
後
に
特
例
事

業
用
資
産
の
全
て
を
現
物
出
資
し
て
会
社
を

設
立
し
、
そ
の
会
社
の
株
式
等
を
保
有
し
続

け
る
間
は
、
引
き
続
き
納
税
猶
予
が
認
め
ら

で
あ
る
宅
地
等
に
つ
い
て
本
制
度
の
適
用
を

受
け
ず
、
小
規
模
宅
地
の
特
例
の
適
用
を

受
け
る
場
合
は
、
相
続
人
B
の
税
負
担
は

5
8
0
万
円
（
相
続
人
B
の
納
付
税
額
⑴

1
9
0
6
・
8
万
円

－

⑵
1
3
2
6
・
8
万

円
）
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

従
っ
て
、
遺
産
分
割
協
議
を
円
滑
に
行
う

た
め
、
後
継
者
以
外
の
相
続
人
B
の
税
負
担

を
考
慮
し
て
本
制
度
を
適
用
せ
ず
に
、
小
規

模
宅
地
の
特
例
を
適
用
す
る
と
い
う
選
択
肢

も
あ
り
ま
す
。

な
お
本
制
度
は
、
納
税
が
猶
予
さ
れ
て
い

る
期
間
中
、
後
継
者
が
要
件
を
継
続
し
て
満

た
し
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
小

規
模
宅
地
の
特
例
に
お
け
る
要
件
の
継
続
は

相
続
税
の
申
告
期
限
ま
で
あ
り
継
続
が
短
期

的
に
完
結
す
る
と
い
う
相
違
が
あ
り
、
そ
の

相
違
は
本
制
度
と
小
規
模
宅
地
の
特
例
を
選

択
す
る
た
め
の
判
断
要
素
の
一
つ
に
な
り
ま

す
。

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
小
規
模
宅
地

の
特
例
に
お
い
て
は
、
事
業
を
承
継
し
な
い

他
の
相
続
人
の
税
負
担
に
ま
で
軽
減
の
効
果

が
及
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

設
例
の
よ
う
に
、
後
継
者
で
あ
る
相
続
人

A
は
被
相
続
人
の
特
定
事
業
用
資
産
を
中

心
に
相
続
し
、
後
継
者
以
外
の
相
続
人
B
が

そ
の
他
の
財
産
の
す
べ
て
を
相
続
し
た
場
合
、

相
続
人
B
は
本
制
度
の
影
響
を
受
け
る
こ
と

な
く
、
相
続
し
た
そ
の
他
の
財
産
に
係
る
税

負
担
が
生
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
被
相
続
人
の
特
定
事
業
用
資
産

相続人Ａ
（後継者）

相続人Ｂ
（後継者以外） 合　　計

特定事業用資産
（1.4億円）

宅地 1億円 1億円
その他 4,000万円 4,000万円

その他の財産 2,000万円 1億円 1億2,000万円
債務

（2,000万円）
事業用 △2,000万円 △2,000万円
その他

課税価格 1億4,000万円 1億円 2億4,000万円
相続税の総額 4,540万円
（按分割合） (0.58) (0.42) (1.00)

算出税額 2,633.2万円 1,906.8万円 4,540万円
納税猶予額（※） △2,167万円 △2,167万円

納付税額 466.2万円 1,906.8万円 2,373万円

相続人Ａ
（後継者）

相続人Ｂ
（後継者以外） 合　　計

特定事業用資産
（1.4億円）

宅地 1億円 1億円
その他 4,000万円 4,000万円

その他の財産(注） 1億円 1億円
債務

（2,000万円）
事業用 △2,000万円 △2,000万円
その他

課税価格 1億2,000万円 1億円 2億2,000万円
相続税の総額 3,940万円
（按分割合） (0.55)
納税猶予額 2,167万円

相続人Ａ
（後継者）

相続人Ｂ
（後継者以外） 合　　計

特定事業用資産
（1.4億円）

宅地 1億円 2,000万円(※)△8,000万円
その他 4,000万円 4,000万円

その他の財産 2,000万円 1億円 1億2,000万円
債務

（2,000万円）
事業用 △2,000万円 △2,000万円
その他

課税価格 6,000万円 1億円 1億6,000万円
相続税の総額 2,140万円
（按分割合） (0.38) (0.62) (1.00)

算出税額 813.2万円 1,326.8万円 2,140万円
納税猶予額
納付税額 813.2万円 1,326.8万円 2,140万円

（注）納税猶予額は特定事業用資産の価額（1億円 ＋ 4,000万円）から事業用の債務の額（2,000万円）
を控除して課税価格（1億2,000万円）を計算するため、後継者である相続人Ａのその他の財産は考
慮しません。

（※）　小規模宅地等の減額特例の計算 ： 1億円 × 80％ ＝ 8,000万円

 (※)納税猶予額の計算

設例　(1)本制度の適用を受ける場合

設例　(2)小規模宅地等の減額特例の適用を受ける場合
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呉
市
か
ら
広
島
市
へ

所
属
税
理
士
を
経
て
独
立

―
松
葉
先
生
は
親
子
で
タ
ッ
グ
を
組
み
、

広
島
会
計
セ
ン
タ
ー
と
松
葉
秋
水
税
理
士
事

務
所
を
営
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
は
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
や
組
織
体
制
に
つ
い
て
教
え
て

い
た
だ
け
ま
す
か
。

松
葉 

秋
水
所
長
︵
以
下
、
敬
称
略
︶　

上
記

2
つ
で
さ
ま
ざ
ま
な
お
客
様
の
案
件
を
協
力

し
て
手
掛
け
て
い
ま
す
。
税
務
関
係
は
松
葉

秋
水
税
理
士
事
務
所
が
一
手
に
引
き
受
け
、

母
の
松
葉 

静
子
が
会
長
を
務
め
る
広
島
会
計

セ
ン
タ
ー
で
は
記
帳
代
行
や
経
営
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
正
規
社
員

2
名
、
パ
ー
ト
1
名
が
働
い
て
い
ま
す
。

―
現
在
の
広
島
市
中
区
の
事
務
所
で
業
務

を
開
始
し
た
の
は
2
0
1
7
年
6
月
か
ら
で
、

そ
れ
以
前
は
広
島
県
呉
市
の
事
務
所
に
お
ら

れ
た
そ
う
で
す
ね
。

松
葉　

私
は
大
学
進
学
を
機
に
東
京
に
出
て
、

在
学
中
か
ら
税
理
士
資
格
取
得
を
目
指
し
て

勉
強
を
始
め
ま
し
た
。
卒
業
後
も
専
門
学
校

に
通
っ
て
勉
強
を
続
け
、
30
歳
で
資
格
取
得
、

そ
の
後
、
地
元
で
あ
る
呉
市
の
迫
正
博
税
理

士
事
務
所
へ
。
税
理
士
登
録
を
行
う
に
は
2

年
間
の
実
務
経
験
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
最

初
は
先
生
の
補
助
と
し
て
事
務
作
業
を
行
い
、

06
年
か
ら
は
所
属
税
理
士
（
補
助
税
理
士
）

と
な
っ
て
約
11
年
間
働
き
ま
し
た
。

―
迫
正
博
税
理
士
事
務
所
は
、
ど
の
よ
う

な
特
徴
を
持
つ
事
務
所
で
し
た
か
。

松
葉　

迫
先
生
は
も
と
も
と
銀
行
員
と
し
て

働
い
て
い
た
方
で
、
金
融
機
関
で
培
っ
た
知

広島県呉市の税理士事務所で11 年間にわたり所属税理士を務めた後、約 2 年前に広島市で独立した松葉 秋水先生。
現在は母上の静子氏が会長を務める広島会計センターと共に幅広い業種の顧問先支援に尽力、
特に顧問先の事業拡大や新規事業立ち上げなどを手厚くサポートしています。

顧問先の事業拡大や新規事業
立ち上げのサポートに注力

事 務 所 訪 問

広島市

所在地 広島県広島市中区上八丁堀3-4-401
TEL 082-511-6666
設立 2017年
職員数 3名

松葉秋水税理士事務所
株式会社広島会計センター
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業
が
発
達
し
た
こ
と
な
ど
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
現
在
は
ど
の
よ
う
な
ま
ち
な
の
で
し
ょ

う
か
。

松
葉　

呉
市
の
人
口
規
模
は
広
島
県
内
で
福

山
市
に
次
ぐ
3
位
。
波
風
穏
や
か
な
瀬
戸
内

海
に
面
し
、
江
田
島
・
倉
橋
島
が
天
然
の
防

波
堤
と
な
っ
て
い
る
他
、
十
分
な
水
深
に
も

恵
ま
れ
た
天
然
の
良
港
で
す
。
明
治
時
代

以
降
は
帝
国
海
軍
・
海
上
自
衛
隊
の
拠
点

と
な
り
、
戦
前
は
呉
海
軍
工こ
う
し
ょ
う

廠
で
世
界
最

大
の
戦
艦
「
大
和
」
な
ど
が
建
造
さ

れ
、
東
洋
一
の
軍
港
、
日
本
一
の
工

廠
と
し
て
そ
の
名
を
知
ら
し
め
ま
し

た
。
戦
後
、
そ
の
鉄
鋼
関
係
の
技
術

は
J
F
E
や
日
鉄
日
新
製
鋼
な
ど
の

大
手
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
に
引
き
継
が
れ
、

呉
海
軍
工
廠
は
I
H
I
の
「
ジ
ャ
パ

ン 

マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
呉
工
場
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
上
自

衛
隊
呉
基
地
の
軍
事
関
連
施
設
は
観

光
資
源
で
も
あ
り
、「
大
和
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
や
「
て
つ
の
く
じ
ら
館
」
な

ど
の
博
物
館
も
あ
り
ま
す
。
16
年
に

は
「
鎮
守
府 

横
須
賀
・
呉
・
佐
世

保
・
舞
鶴 

〜
日
本
近
代
化
の
躍
動
を

体
感
で
き
る
ま
ち
〜
」
と
し
て
日
本

遺
産
に
認
定
さ
れ
、
話
題
に
な
り
ま

し
た
。

―
ど
の
よ
う
な
業
種
の
顧
問
先
が

多
か
っ
た
で
す
か
。

識
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
顧
問
先
支

援
に
特
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、

医
療
関
係
の
顧
問
先
支
援
が
得
意
で
、
医
療

法
人
設
立
な
ど
の
案
件
は
非
常
に
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
当
時
は
広
島
会
計
セ
ン
タ
ー
も

呉
に
あ
り
、
互
い
に
連
携
し
な
が
ら
お
客
様

に
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
の
も

特
徴
の
一
つ
で
す
。

―
呉
市
と
い
え
ば
、
明
治
時
代
に
海
軍
の

鎮
守
府
が
置
か
れ
た
こ
と
や
造
船
・
鉄
鋼
産

松
葉　

飲
食
業
か
ら
製
造
業
、
医
療
関
係
ま

で
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
が
、
呉
市
な
ら
で
は
の

業
種
で
い
う
と
海
運
業
者
や
カ
キ
養
殖
業
者

な
ど
も
多
か
っ
た
で
す
ね
。

―
呉
市
の
迫
正
博
税
理
士
事
務
所
で
の
11

年
間
を
経
て
、
広
島
市
で
独
立
さ
れ
た
経
緯

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

松
葉　

所
属
税
理
士
と
し
て
経
験
を
積
ん
だ

上
で
、
13
年
に
結
婚
し
た
の
を
機
に
独
立
を

決
意
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
母
の
広
島
会
計

セ
ン
タ
ー
が
広
島
市
に
事
務
所
を
移
転
す
る

予
定
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
私
の
個
人
事
務

所
を
併
設
し
、
お
互
い
協
力
し
て
よ
り
幅
広

い
顧
問
先
支
援
を
行
お
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
広
島
市
に
拠
点
を

築
く
に
あ
た
っ
て
は
、
迫
正
博
税
理
士
事
務

所
時
代
に
私
が
担
当
し
て
い
た
顧
問
先
を
6

割
ほ
ど
引
き
継
が
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

呉
市
時
代
と
比
べ
て
税
理
士
と
し
て
の
仕
事

内
容
は
ほ
ぼ
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
迫
正
博
税

理
士
事
務
所
で
は
あ
く
ま
で
も
事
務
所
の
所

属
税
理
士
だ
っ
た
の
で
、
独
立
後
は
顧
問
先

の
経
営
へ
の
責
任
を
よ
り
重
く
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

事
業
拡
大
や
新
規
事
業

立
ち
上
げ
な
ど
の
経
営
支
援

―
広
島
市
で
の
新
た
な
顧
問
先
開
拓
は
ど

の
よ
う
に
し
て
進
め
ま
し
た
か
。

松
葉　

既
存
の
顧
問
先
の
口
コ
ミ
の
他
、
呉

時
代
か
ら
密
に
連
携
し
て
い
た
地
域
金
融
機

関
の
担
当
者
か
ら
広
島
支
店
を
紹
介
し
て
も

ら
い
、
そ
こ
か
ら
の
声
掛
け
で
徐
々
に
市
内

企
業
な
ど
の
顧
問
先
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

飲
食
店
や
製
造
業
、
病
院
、
地
場
企
業
、
個

人
商
店
な
ど
業
種
は
多
岐
に
わ
た
り
、
こ
の

2
年
間
で
新
規
顧
問
先
が
全
体
の
5
割
ほ
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

―
昨
今
の
顧
問
先
か
ら
の
相
談
内
容
と
し

て
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
多
い
で
す
か
。

松
葉　

や
は
り
事
業
承
継
や
相
続
に
関
す
る

相
談
が
多
い
で
す
が
、
経
営
支
援
に
も
注
力

し
て
お
り
、
資
金
繰
り
や
経
営
計
画
立
案
、

開
業
な
ど
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
機

会
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

昨
今
、
広
島
市
で
は
地
価
が
上
昇
し
人
口

も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
事
業
拡
大
や
新
規
事

業
の
立
ち
上
げ
な
ど
前
向
き
な
投
資
を
行
う

事
案
が
増
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
顧
問
先
の

あ
る
運
送
会
社
は
近
年
売
上
を
堅
調
に
伸
ば

し
て
お
り
、
も
う
一
つ
別
会
社
を
立
ち
上
げ

る
べ
く
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
は

2
社
の
連
携
体
制
で
事
業
展
開
し
て
い
く
考

え
で
、
税
務
関
係
の
相
談
に
乗
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
2
軒
の
個
人
開
業
医
院
か
ら
医
療

法
人
化
に
向
け
た
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
の
1
軒
は
医
療
法
人
化
に
合
わ
せ

て
新
し
く
診
療
所
を
建
て
、
総
合
的
な
医
療

を
提
供
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
現
在

は
そ
の
た
め
の
土
地
探
し
や
人
材
探
し
を
行

2年前の開業でオフィス内は新しく、スペースもゆったりとられています

7 月刊税理士事務所CHANNEL

channel_1912_fin.indd   7 2019/11/18   10:52



不
動
産
取
得
な
ど
の
相
談
を
受
け
た
場
合
の

み
対
応
す
る
ス
タ
ン
ス
な
の
で
案
件
数
は
多

く
な
い
で
す
が
、
こ
の
資
格
も
幅
広
い
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

複
数
組
織
で
役
職
を
務
め

知
見・情
報
を
得
る

―
顧
問
先
の
経
営
サ
ポ
ー
ト
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
、
他
に

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
。

松
葉　

私
は
広
島
県
の
税
理
士
協
同
組
合
、

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
で
役
職
を
務
め
て
い
る
の

っ
て
い
る
段
階
で
、
こ
う
し
た
方
面
に
つ
い

て
は
母
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
人
脈
が
大

い
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
法
人
化
の

手
続
き
に
つ
い
て
は
私
の
ほ
う
で
担
当
し
、

よ
り
事
業
承
継
が
複
雑
化
す
る
こ
と
や
経
営

の
視
点
が
必
要
に
な
る
こ
と
な
ど
を
顧
問
先

に
伝
え
、
話
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
に
母
子
で
連
携
し
合
い
、
役
割
分

担
す
る
こ
と
で
税
務
面
だ
け
で
な
い
層
の
厚

い
経
営
サ
ポ
ー
ト
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
宅
地
建
物
取
引
士
の
資
格
を

取
得
し
て
お
り
、
不
動
産
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
会
社
も
経
営
し
て
い
ま
す
。
顧
問
先
か
ら

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
研
修
に
出
る
機
会

が
多
く
、
そ
こ
で
得
た
知
見
を
日
々
顧
問
先

支
援
に
生
か
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
に
ミ

ロ
ク
会
計
人
会
の
集
ま
り
で
は
全
国
各
地
の

先
生
方
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
中

で
の
税
法
や
支
援
事
例
に
関
す
る
情
報
交
換

は
非
常
に
有
益
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
中
国
地
方
に
大
規
模
な
税
理
士
法

人
の
進
出
が
増
え
て
い
る
の
で
、
個
人
事
務

所
と
し
て
い
か
に
高
い
付
加
価
値
を
創
出
し

差
別
化
を
図
っ
て
い
く
か
を
活
発
に
議
論
し

て
い
ま
す
。

―
最
後
に
、
今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
ま
す
か
。

松
葉　

こ
れ
か
ら
も
広
島
会
計
セ
ン
タ
ー
と

当
事
務
所
の
連
携
を
強
み
に
、
ま
た
ミ
ロ
ク

会
計
人
会
の
先
生
方
と
の
集
ま
り
や
研
修
な

ど
で
得
た
知
見
と
情
報
を
生
か
し
て
着
実
に

顧
問
先
の
経
営
を
下
支
え
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
特
に
税

法
改
正
や
事
業
承
継
税
制
な
ど
の
動
向
は
常

に
し
っ
か
り
と
把
握
す
る
よ
う
心
掛
け
て
ま

い
り
ま
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

松葉先生の母上、静子氏が広島会計セン

ターを立ち上げたのは、松葉先生が高校を

卒業した頃のことだったそうです。当初、松

葉先生に地元で働く考えはなかったそうです

が、在学中・大学卒業後を通して勉強に励み、

資格取得後は広島会計センターとともに地

場産業を支えようと呉市へ。11 年間、市内

の迫正博税理士事務所で所属税理士として

働いた上で独立、移転した広島会計センター

とともに広島市内に事務所を構えました。

税 理 士 ま で の 歩 み

事務所の付加価値を高めることを目標とする松葉 秋水先生

8月刊税理士事務所CHANNEL

channel_1912_fin.indd   8 2019/11/18   10:52



MJSソリューションの紹介
会計事務所・顧問先向け

MJSは多彩な製品・サービスを提供しています。本コーナーでは、その中でも会計事務所の先生方に
ぜひ知っていただきたいソリューションを厳選してご紹介します。

〝
専
門
知
識
と
経
験
値
〞を

サ
ポ
ー
ト

M
J
S
は
「A

CELIN
K

 N
X
-

Pro

」
と
連
携
す
る
、A
I
を
活
用
し

た
仕
訳
・
残
高
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム 

「
M
J
S 

A
I
監
査
支
援
」
を
11
月

よ
り
提
供
開
始
し
ま
す
。

「
M
J
S 

A
I
監
査
支
援
」
は
、

日
次
、
月
次
、
年
次
の
財
務
会
計
処

理
の
業
務
に
お
い
て
、
担
当
者
が
入

力
し
た
仕
訳
の
処
理
ミ
ス
や
処
理
漏

れ
な
ど
を
自
動
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。
チ
ェ
ッ
ク
結
果
は
、 

確
認
が
必
要
と
思
わ
れ
る
科
目
や
金

額
が
一
目
で
分
か
る
よ
う
レ
ポ
ー
ト

と
し
て
表
示
し
ま
す
。

会
計
事
務
所
の
業
務
に
は
専
門
的

な
ス
キ
ル
や
経
験
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
、
ベ
テ
ラ
ン
職
員
で
あ
れ

ば
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
仕
訳
処

理
も
、
経
験
の
浅
い
職
員

が
担
当
し
た
場
合
に
は
確

認
作
業
に
時
間
を
要
す
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
M
J
S
は
、〝
専
門

知
識
と
経
験
値
〞
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て

「
M
J
S 

A
I
監
査
支

援
」
で
会
計
事
務
所
業
務

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

本
シ
ス
テ
ム
が
チ
ェ
ッ

ク
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
前

年
同
月
な
ど
と
比
較
し
て

著
し
い
金
額
の
増
減
、
マ

イ
ナ
ス
残
高
、
仕
訳
の
重

複
な
ど
で
す
。
ま
た
、
チ

ェ
ッ
ク
ル
ー
ル
は
、
①

税
法
な
ど
を
踏
ま
え
た
上

で
、
誤
り
が
発
生
し
や
す

い
ポ
イ
ン
ト
を
考
慮
し
あ

ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た

「
シ
ス
テ
ム
標
準
ル
ー
ル
」

※
、
②
お
客
様
が
設
定
す

る
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ル
ー
ル
」
の
2
つ

を
任
意
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
さ
ら
に
、A
I
機
能
に
よ

っ
て
学
習
デ
ー
タ
と
チ
ェ
ッ
ク
対
象

の
仕
訳
デ
ー
タ
を
比
較
し
、
確
認
が

必
要
と
思
わ
れ
る
仕
訳
に
対
し
て
修

正
提
案
を
行
い
ま
す
。

顧
問
先
の
デ
ー
タ
を

自
動
チ
ェ
ッ
ク

「
M
J
S 

A
I
監
査
支
援
」
は

「A
CELIN

K

 N
X
-Pro

」
と
連
携
し

ま
す
。
会
計
事
務
所
が
顧
問
先
企
業

か
ら
受
け
取
っ
た
デ
ー
タ
に
対
し
て

仕
訳
帳
お
よ
び
試
算
表
の
自
動
チ
ェ

ッ
ク
、
チ
ェ
ッ
ク
レ
ポ
ー
ト
の
自
動

作
成
を
行
う
こ
と
で
、
監
査
（
チ
ェ

ッ
ク
）
時
間
の
短
縮
や
業
務
の
効
率

化
、
さ
ら
に
は
月
次
・
年
次
決
算
の

早
期
化
に
も
つ
な
が
り
、
会
計
事
務

所
に
お
け
る
人
手
不
足
や
働
き
方
改

革
を
支
援
し
ま
す
。

「
M
J
S 

A
I
監
査
支
援
」
が
提

供
開
始
と
な
る
11
月
末
よ
り
、
1
顧

問
先
分
を
無
償
で
ご
利
用
い
た
だ
け

る
体
験
期
間
を
設
け
ま
す
。
ご
興
味

の
あ
る
方
は
お
近
く
の
M
J
S
支
社

な
ら
び
に
営
業
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【今月のソリューション】　「MJS AI監査支援」

図1　会計事務所のよくある悩みを解決!

※「システム標準ルール」は、 MJS税経システム研究所が監修しています

職員によって
業務の偏りがある

単純な
チェック漏れや
確認不足がある

職員教育する
時間が取れない

月次・
本決算処理に
余裕がない

MJS
AI監査支援

エラー
表示

図2　「MJS AI監査支援」を活用したチェックの流れ

会計大将
仕訳帳

エラー仕訳を
確認

月次 決算
■仕訳・残高からエラーを

チェック
■オリジナルルールにも対応

「ACELINK NX-Pro会計大将」で修正

㈱ABC商店

■AI仕訳チェック
仕訳明細から貸借の勘定科目
を類推し、修正案を提案
↑AIエンジンを活用し、過去
情報から学習データを生成
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お酒を造る工程、「洗米」の様子

「酒中在心」は同社ホームページでも謳う

“酒都”と呼ばれる西条の街並み

賀茂鶴酒造の八号蔵

「
酒
し
ゅ
ち
ゅ
う
ざ
い
し
ん

中
在
心
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

「
中
庸
」
の
酒
造
り
を
手
掛
け
る

灘
（
兵
庫
県
）
や
伏
見
（
京
都
府
）
と
並

び
称
さ
れ
る
酒し
ゅ
と都

・
西
条
。
現
在
、
酒
蔵
が

並
ぶ
「
西
条
酒
蔵
通
り
」
の
一
帯
は
も
と
も

と
西
国
街
道
（
旧
山
陽
道
）
の
宿
場
町
で
、

江
戸
時
代
に
は
数
軒
の
酒
蔵
し
か
な
か
っ
た

と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
時
代
に
入
る
と

と
」
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

賀
茂
鶴
酒
造
（
株
）
は
1
8
7
3
年
（
明

治
6
年
）
に
酒
銘
を
「
賀
茂
鶴
」
と
し
て
創

業
し
、
そ
の
後
、1
9
1
8
年
に
株
式
会
社

に
組
織
変
更
。
明
治
の
頃
か
ら
先
進
的
な
精

米
技
術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、1
9
1
7
年

に
は
全
国
酒
類
品
評
会
で
初
の
名
誉
賞
を
受

賞
。
そ
れ
以
降
も
西
条
を
代
表
す
る
酒
蔵
と

し
て
日
本
全
国
に
そ
の
名
を
馳
せ
て
い
る
老

舗
企
業
だ
。

そ
ん
な
賀
茂
鶴
酒
造
が
一
貫
し
て
大
切
に

し
て
き
た
言
葉
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
酒
中
在

心
」
だ
。「
日
本
酒
の
原
料
は
米
と
水
と
実
に

シ
ン
プ
ル
な
の
で
、
造
り
手
や
農
家
の
皆
さ

ん
の
心
が
は
っ
き
り
と
表
れ
る
の
で
す
。
ま

た
、
実
際
に
消
費
者
の
皆
様
に
飲
ん
で
い
た

だ
く
と
き
に
は
、
酒
を
味
わ
い
、
楽
し
む
心

も
酒
に
表
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
当
社
は

『
心
』
を
重
ん
じ
た
酒
造
り
に
こ
だ
わ
り
続
け

て
き
た
の
で
す
」
と
、
石
井 

裕
一
郎
常
務
取

締
役
は
話
す
。
ま
た
、2
0
1
5
年
に
逝
去

賀
茂
山
系
の
豊
か
な
伏
流
水
が
あ
り
、
し
か

も
冷
涼
な
気
候
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

数
が
徐
々
に
増
加
。
さ
ら
に
、
日
本
屈
指
の

精
米
機
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
（
株
）
サ
タ
ケ

（
現
在
）
が
開
発
し
た
「
竪
型
精
米
機
」
と
広

島
杜
氏
が
編
み
出
し
た
「
軟
水
醸
造
法
」
が

融
合
し
て
吟
醸
酒
が
誕
生
。
ま
た
、
山
陽
鉄

道
（
当
時
）
が
開
通
し
輸
送
路
を
確
保
し
た

こ
と
で
、
西
条
一
帯
は
「
吟
醸
酒
の
ふ
る
さ

し
た
元
社
長
・
会
長
の
石
井 

泰
行
氏
（
石
井

常
務
の
父
上
）
も
「
私
た
ち
が
売
っ
て
い
る

の
は
酒
で
は
な
く
心
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
伝

統
と
歴
史
を
重
ん
じ
な
が
ら
真
心
を
こ
め
て

酒
を
造
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
よ
く
話

し
て
い
た
と
い
う
。

そ
の
信
念
の
下
、
賀
茂
鶴
酒
造
は
「
中
庸
」

の
味
わ
い
に
こ
だ
わ
っ
た
酒
造
り
を
手
掛
け

石井 裕一郎常務取締役

賀茂鶴酒造株式会社
本社所在地：
広島県東広島市
西条本町4-31
TEL 082-422-2121
www.kamotsuru.jp

地
元
を
支
え
る

老
舗
企
業

賀
茂
鶴
酒
造
株
式
会
社

中
国
会
企
画

日
本
屈
指
の
酒
ど
こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
る
広
島
県
東

広
島
市
の
西
条
。7
つ
の
酒
蔵
が
軒
を
連
ね
、そ
れ
ぞ

れ
に
個
性
的
な
酒
を
造
り
続
け
て
い
る
。今
回
は
そ
の

中
で
も「
特
製
ゴ
ー
ル
ド
賀
茂
鶴
」を
筆
頭
に
圧
倒
的

な
知
名
度
を
誇
る「
賀
茂
鶴
酒
造
」を
訪
ね
、石
井 

裕
一

郎
常
務
取
締
役
に
老
舗
企
業
と
し
て
の
歩
み
と
現
状
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
展
望
に
つ
い
て
伺
っ
た
。
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「佛蘭西屋」の外観

日本酒と食の相性を追及した「美酒鍋コース」

代表商品の「ゴールド賀茂鶴」

米にまんべんなく麹菌の胞子を根づか
せる「床もみ」の作業

と
で
、
日
本
酒
の
多
様
性
と
奥
深
さ
を
感
じ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
石

井
常
務
は
話
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、
地
域
に
日
本
酒
フ
ァ
ン

を
呼
び
込
む
た
め
の
努
力
も
進
め
て
い
る
。

そ
の
一
つ
が
西
条
の
酒
蔵
と
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
続
け
て
き
た
「
酒
ま
つ

り
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
だ
。
毎
年
10
月
上
旬

に
開
催
さ
れ
、
西
条
の
酒
は
も
ち
ろ
ん
、
全

国
1
0
0
0
蔵
の
酒
が
試
飲
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
2
日
間
の
会
期
中
に
25
万
人

が
訪
れ
る
と
い
う
。「
ま
ち
が
一
年
で
最
も

活
気
づ
く
時
で
す
」
と
石
井
常
務
も
微
笑
む
。

ま
た
、
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
、
賀
茂
鶴
酒
造
で
は
こ
の
10
月
に

同
社
の
蔵
の
1
号
蔵
を
見
学
室
直
売
所
と
し

て
い
る
。「
酒
に
は
銘
柄
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な

個
性
が
あ
り
ま
す
が
、
当
社
で
は
『
ほ
ど
良

く
薫
り
、
料
理
を
引
き
立
て
る
』
こ
と
を
念

頭
に
置
い
た
酒
造
り
を
続
け
て
い
ま
す
。
お

か
げ
さ
ま
で
、
長
年
に
わ
た
っ
て
全
国
の
料

理
店
や
食
通
の
皆
様
方
に
ご
愛
飲
い
た
だ
い

て
い
ま
す
」
と
石
井
常
務
。

ま
さ
に
そ
の
代
表
格
と
い
え
る
の
が
「
大

吟
醸
特
製
ゴ
ー
ル
ド
賀
茂
鶴
」
で
あ
る
。

1
9
5
8
年
か
ら
発
売
し
て
い
る
金
箔
入
り

の
大
吟
醸
酒
で
、
今
も
圧
倒
的
な
人
気
を
誇

る
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
だ
。
石
井
常
務
に
よ

る
と
、「
香
り
と
味
わ
い
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、

料
理
を
最
高
に
引
き
立
て
る
賀
茂
鶴
の
看
板

銘
柄
。
父
が
東
京
支
社
長
時
代
に
飲
食
店
を

回
っ
て
営
業
を
続
け
た
こ
と
も
あ
り
、
都
内

で
も
多
く
の
飲
食
店
が
今
も
こ
の
賀
茂
鶴
ゴ

ー
ル
ド
を
仕
入
れ
て
く
れ
て
い
ま
す
」
と
の

こ
と
。
オ
バ
マ
前
大
統
領
が
「
ゴ
ー
ル
ド
賀

茂
鶴
」
を
飲
ん
だ
銀
座
の
銘
店
「
す
き
や
ば

し
次
郎
」
に
も
、
昭
和
40
年
の
開
店
か
ら
採

用
さ
れ
て
い
る
。

て
オ
ー
プ
ン
。
展
示
や
試
飲
ス
ペ
ー
ス
を
拡

充
し
、
今
ま
で
以
上
に
国
内
外
の
観
光
客
が

楽
し
め
る
空
間
に
し
た
と
い
う
。「
西
条
は
灘

や
伏
見
と
異
な
り
、
酒
蔵
が
1
カ
所
に
集
中

し
て
い
る
の
で
、
周
遊
す
る
面
白
さ
、
楽
し

さ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
あ
た
り
を
他
の
酒
蔵

と
も
協
力
し
な
が
ら
ア
ピ
ー
ル
し
、2
0
2
0

年
に
開
催
予
定
の
『
せ
と
う
ち
広
島
デ
ス
テ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』（
J
R
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
）
な
ど
で
も
、
積
極
的
に
観

光
客
の
皆
さ
ん
を
呼
び
込
み
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
、
石
井
常
務
は
意
気
込
ん
で
い
る
。

「
不
易
流
行
」
と
い
う
理
念
で

新
た
な
商
品
づ
く
り
に
も
挑
戦

商
品
づ
く
り
に
も
新
た
な
動
き
が
あ
る
。

日
本
酒
の
多
様
性
を
ア
ピ
ー
ル
し

日
本
酒
離
れ
に
歯
止
め
を
か
け
る

と
は
い
え
近
年
、
日
本
酒
を
取
り
巻
く
環

境
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
事
実
、
日

本
酒
の
国
内
出
荷
量
は
1
9
9
8
年
に
は

1
1
3
万
㎘
だ
っ
た
が
、2
0
1
5
年
に
は

55
万
㎘
に
ま
で
減
少
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

「
広
島
県
民
が
地
酒
を
飲
む
割
合
も
著
し
く

減
少
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
は
ま
す
ま
す
地

域
の
内
外
に
日
本
酒
フ
ァ
ン
を
つ
く
っ
て
い

く
取
り
組
み
が
重
要
に
な
り
ま
す
」
と
石
井

常
務
。
賀
茂
鶴
酒
造
で
は
そ
の
一
環
と
し
て
、

酒
蔵
の
近
く
で
佛ふ
ら
ん
す
や

蘭
西
屋
と
い
う
和
洋
食
レ

ス
ト
ラ
ン
を
経
営
。
広
島
県
産
の
牛
ほ
ほ
肉

の
日
本
酒
・
赤
ワ
イ
ン
煮
込
み
や
具
材
を
酒

で
煮
込
む
美び
し
ゅ
な
べ

酒
鍋
な
ど
、
日
本
酒
と
食
の
マ

リ
ア
ー
ジ
ュ
を
追
求
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
堪
能

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。「
料
理
と
日
本

酒
の
組
み
合
わ
せ
、
さ
ら
に
は
銘
柄
や
燗
酒

な
ど
の
飲
み
方
の
違
い
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う

な
変
化
が
生
ま
れ
る
か
を
提
案
し
て
い
く
こ
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「
不
易
流
行
」
と
い
う
理
念
の
下
、
法
人
設
立

1
0
0
周
年
の
節
目
で
あ
る
2
0
1
8
年
か

ら
、
幻
の
酒
米
「
広
島
錦
」
と
昭
和
初
期
に

協
会
酵
母
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
「
協
会

5
号
酵
母
（
賀
茂
鶴
酵
母
）」
で
「
純
米
大

吟
醸
広
島
錦
」
を
醸
し
て
い
る
の
だ
。
石
井

常
務
は
「
新
た
な
看
板
銘
柄
を
つ
く
ろ
う
と

い
う
意
気
込
み
で
、
あ
ら
た
め
て
賀
茂
鶴
ら

し
い
酒
と
は
何
か
を
考
え
、
地
元
で
あ
る
広

島
の
素
材
と
向
き
合
う
中
で
生
ま
れ
た
酒
で

す
」
と
話
す
。
芳
醇
な
旨
味
と
ふ
く
よ
か
な

甘
み
、
そ
し
て
大
吟
醸
な
ら
で
は
の
華
や
か

さ
を
兼
ね
揃
え
た
酒
に
仕
上
が
っ
て
い
る
そ

う
だ
。
ち
な
み
に
、
ラ
ベ
ル
に
印
字
さ
れ
た

ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
は
「
心
」
と
い
う
文
字
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
も
の
に
な
っ
て
お
り
、「
酒
中

在
心
」
の
心
構
え
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
若
者
や
女
性
の
日
本
酒
離
れ
を
意

識
し
、
若
者
や
女
性
に
日
本
酒
を
よ
り
身
近

に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
商
品
も
展
開
し

て
い
る
。
梅
酒
で
あ
り
な
が
ら
純
米
酒
の
風

味
を
楽
し
め
る
「
賀
茂
鶴 

純
米
酒
仕
込
『
梅

酒
』」
な
ど
は
そ
の
代
表
格
で
、
既
に
県
内

外
の
若
者
や
女
性
た
ち
か
ら
親
し
ま
れ
て
い

る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
製
パ
ン
メ
ー
カ
ー
の

（
株
）
ア
ン
デ
ル
セ
ン
（
広
島
市
）
と
コ
ラ

ボ
し
、
こ
の
梅
酒
に
漬
け
込
ま
れ
て
い
た
梅

の
実
を
使
っ
た
「
梅
酒
梅
ク
ー
ヘ
ン
」
な
ど

の
ス
イ
ー
ツ
も
販
売
し
て
い
る
。「
依
然
と

し
て
日
本
酒
の
国
内
需
要
は
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
で
少
し
ず

つ
消
費
者
の
裾
野
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
石
井
常
務
は
目
を
輝
か
せ
る
。

そ
の
一
方
で
、
近
年
は
海
外
の
市
場
に
も

目
を
向
け
て
い
る
。「
も
と
も
と
当
社
は
明
治
、

大
正
時
代
か
ら
日
本
酒
の
輸
出
を
手
掛
け
て

い
ま
し
た
が
、
中
国
な
ど
ア
ジ
ア
の
和
食
レ

ス
ト
ラ
ン
を
中
心
に
輸
出
が
伸
び
て
き
ま
し

た
」
と
石
井
常
務
。

た
だ
し
、
い
く
ら
人
気
が
出
た
か
ら
と
い

っ
て
、
次
々
に
出
荷
す
れ
ば
い
い
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
。「
日
本
酒
は
保
存
や
管
理
、
提

供
の
仕
方
で
そ
の
質
が
大
き
く
変
化
し
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
時
折
、
営
業
社
員
を
現

地
に
派
遣
し
、
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
日

本
酒
の
取
り
扱
い
方
を
説
明
す
る
と
い
っ
た

機
会
を
設
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う

や
っ
て
、
信
頼
の
お
け
る
飲
食
店
や
イ
ン
ポ

ー
タ
ー
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
と
組
む

こ
と
で
、
日
本
酒
の
素
晴
ら
し
さ
を
広
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
石
井
常
務

は
話
す
。

2
0
2
3
年
に
は
創
業
1
5
0
周
年
を
迎

え
る
賀
茂
鶴
酒
造
だ
が
、「
こ
れ
か
ら
が
正
念

場
で
す
」
と
石
井
常
務
。「
日
本
酒
不
況
を
乗

り
越
え
、
次
の
1
0
0
年
、2
0
0
年
を
見

据
え
る
た
め
に
も
、
あ
ら
た
め
て
個
人
、
飲

食
店
な
ど
の
お
客
様
と
向
き
合
い
、
賀
茂
鶴

フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
」
と
力
強
く
語
っ
て
い
る
。

多くの人で賑わう「酒まつり」の模様

アンデルセンとのコラボで生まれた
「梅酒梅クーヘン」

日本酒に合う洋食メニューも用意

幻の酒米を使用した「広島錦」

今年10月にリニューアルオープンした
見学室直売所

中国などアジアで人気の高まる「一滴入魂」
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M
J
S
は
C
S
R
活
動
の
一
環
と
し
て
、

歌
舞
伎
座
の
法
人
向
け
年
間
シ
ー
ト
を
契

約
し
て
い
ま
す
。
そ
の
歌
舞
伎
座
の
来
年

2
月
興
行
・
3
月
興
行
の
1
等
席
チ
ケ
ッ

ト
を
、
各
月
3
組
6
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
な
お
、
本
誌
発
行
時
点
で
各
月

の
公
演
内
容
は
ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
た

め
、
お
席
の
み
の
ご
用
意
と
な
り
ま
す
こ

と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

参
考
と
し
て
、
10
月
の
興
行
で
は
「
芸

術
祭
十
月
大
歌
舞
伎
」
が
行
わ
れ
、
片
岡

愛
之
助
さ
ん
、
尾
上
松
緑
さ
ん
、
尾
上
菊

五
郎
さ
ん
、
坂
東
玉
三
郎
さ
ん
、
市
川
右

團
次
さ
ん
、
尾
上
松
也
さ
ん
、
中
村
梅
枝

さ
ん
ら
が
舞
台
に
立
ち
ま
し
た
。
ま
た
、

11
月
の
興
行
で
は
「
吉
例
顔
見
世
大
歌
舞

伎
」
が
行
わ
れ
、
松
本
幸
四
郎
さ
ん
、
市

川
染
五
郎
さ
ん
、
尾
上
松
緑
さ
ん
、
尾
上

菊
五
郎
さ
ん
、
中
村
梅
玉
さ
ん
、
中
村
魁

春
さ
ん
、
中
村
時
蔵
さ
ん
ら
が
観
客
を
魅

了
し
ま
し
た
。

【
開
催
期
間
】

各
月
初
旬
〜
下
旬

※
ご
参
考
：
11
月
興
行
の
開
催
期
間
は
11

月
1
日
（
金
）〜
25
日
（
月
）
で
し
た

【
応
募
方
法
】

・
応
募
期
限
：
各
月
、
2
カ
月
前
の
20
日
ま

で
※
例
：
2
月
興
行
へ
の
応
募
は
12
月
20
日

ま
で

ミロク会計人会からのお知らせ

MJSからのお知らせ

歌
舞
伎
座
に
て
開
催
さ
れ
る

興
行
チ
ケ
ッ
ト
を
ペ
ア
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「A
C

E
LIN

K
 N

X
-P

ro

」
機
能
追
加
・
改
良
一
覧
を
更
新

シ
ス
テ
ム
開
発
委
員
会
で
は
、
単
位
会

ご
と
に
M
J
S
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
会

員
か
ら
の
要
望
や
意
見
を
収
集
し
、
シ

ス
テ
ム
改
善
に
つ
い
て
検
討
・
提
案
し

て
い
ま
す
。
改
善
提
案
が
反
映
さ
れ
た

「A
CELIN

K

 N
X
-Pro

」
の
機
能
追
加
改

良
一
覧
を
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
会
員
の
部
屋
」
に
掲
載
し
ま
し

た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。
本
内
容
は

T
V
S
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
で
き

ま
す
。
シ
ス
テ
ム
サ
ポ
ー
ト
の
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
運
用
情
報
を
選
択
し
、
分
類
﹇
追
加

機
能
一
覧
﹈
を
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

今
回
掲
載
さ
れ
た
機
能
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

●
会
計
大
将

消
費
税
改
正
対
応
に
あ
た
り
、
関
連
す

る
機
能
追
加
を
行
い
ま
し
た
。
仕
訳
入
力

情
報
に
お
け
る
「
消
費
税
率
入
力
方
法
」

や
、
印
刷
情
報
登
録
に
お
け
る
「
軽
減
税

率
中
期
出
力
区
分
」
な
ど

が
登
録
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

●
決
算
内
訳
書

記
載
省
略
基
準
の
柔
軟

化
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

金
額
上
位
1
0
0
件
を
超

え
る
デ
ー
タ
を
〝
そ
の

他
〞
と
し
て
一
括
集
計
す
る
機
能
を
追
加

し
ま
し
た
。

●
給
与
計
算

労
基
法
改
正
の
有
給
休
暇
消
化
義
務
５

日
の
対
応
と
し
て
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の

「
有
給
休
暇
管
理
台
帳
」
に
お
い
て
、
有
給

休
暇
の
消
化
義
務
残
日
数
を
出
力
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
法
人
税
申
告
書

「
00
」
お
よ
び
「
0
0
0
」
キ
ー
を
利

用
で
き
る
画
面
（
入
力
項
目
）
が
増
え
ま

し
た
。

●
ホ
ー
ム
ウ
ィ
ン
ド
ウ

シ
ス
テ
ム
起
動
時
に
表
示
さ
れ
る
「
Ｍ

Ｊ
Ｓ
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
新
着
情
報
に
つ

い
て
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
サ
イ
ズ
を
変
更
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

追加機能一覧の閲覧方法

右上「会員の部屋」を
クリック

IDとパスワードを入力して
「ログイン」をクリック

左から3番目
「会員向け情報」をクリック

左サイドメニュー
「ACELINK機能追加・
改良一覧」をクリック

TOPページ

ログインページ

会員の部屋

会員の部屋

・
プ
レ
ゼ
ン
ト
数
：
各
月
3
名
様
（
6
枚
）

・
応
募
方
法
：
官
製
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
て
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
、
電
話

番
号
、
希
望
の
興
行
月
を
明
記
の
上
、
以

下
の
宛
先
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
※
当

日
消
印
有
効

・
応
募
先
：
〒
1
6
0

－

0
0
0
4 

東
京

都
新
宿
区
四
谷
4

－

29

－

1 

M
J
S
ビ

ル 

ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス 

社
長
室 

広
報

I
R
グ
ル
ー
プ「
C
H
A
N
N
E
L
歌
舞

伎
座
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係

F
A
X：0 

3

－

5
3
6
0

－

3
4
3
0

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：press@

m
js.co.jp

・
当
選
発
表
：
お
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
当
選
結

果
は
チ
ケ
ッ
ト
の
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

最新の公演情報は、
歌舞伎座のホームページをご確認ください
http://www.kabuki-bito.jp/theaters/kabukiza/
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 エヌエヌ生命の商品を活用した
顧問先のリスクマネジメント強化

ミロク会計人会連合会とエヌエヌ生命保険株式会社（以下、エヌエヌ生命）は、業務提携契約を結んでいます。
今回は、同社が提唱する事業を継続していく上での経営リスク再評価の考え方を紹介します。

ま
ま
に
し
た
状
態
で
経
営
者
に
万
一

の
事
態
が
起
き
た
と
し
ま
す
。相
続
人

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
財
産
の
た
め
に
遺

産
分
割
協
議
で
も
め
る
、ま
た
は
相
続

税
を
納
め
る
こ
と
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
非
後
継
者
が
貸

付
金
を
相
続
す
る
と
、会
社
に
対
し
て

貸
付
金
の
返
済
請
求
を
行
う
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。多
額
の
納
税
や
返
済
請

求
な
ど
の
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す

る
た
め
に
、万
一
の
と
き
に
役
員
借
入

金
を
返
済
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必

要
で
す
。

●
借
入
金
の
連
帯
保
証

経
営
者
に
万
一
の
事
態
が
起
き
た

と
き
、
相
続
人
に
連
帯
保
証
人
の
地

位
が
相
続
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
会

社
が
借
入
金
を
返
済
で
き
な
い
と
、

相
続
人
に
思
わ
ぬ
負
担
が
生
じ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
住
宅
ロ
ー
ン
な

ど
と
同
様
に
、
会
社
の
借
入
金
に
も

保
障
が
必
要
で
す
。

Q
2
． 

事
業
規
模
の
拡
大
等
に
よ
り

固
定
費
が
増
え
て
い
る

●
固
定
費
に
よ
る
資
金
不
足

　︵
＝
運
転
資
金
問
題
︶

経
営
者
に
万
一
の
事
態
が
起
き
て
売

上
が
減
少
し
た
際
、
変
動
費
は
下
が

っ
て
も
固
定
費
は
下
が
ら
な
い
こ
と

が
あ
る
た
め
、資
金
不
足
が
生
じ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

Q
3
．
自
社
株
の
承
継
に
課
題
を
持

っ
て
い
る

●
自
社
株
の
承
継
リ
ス
ク

承
継
後
の
円
滑
な
会
社
経
営
を
目

的
と
し
て
後
継
者
に
自
社
株
な
ど
の

事
業
用
資
産
を
集
約
さ
せ
た
場
合
、

納
税
資
金
不
足
や
、
他
の
相
続
人
と

の
間
で
不
平
等
な
遺
産
分
割
と
な
っ

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

Q
4
．
死
亡
退
職
金
の
必
要
額
が
わ

か
ら
な
い

●
死
亡
退
職
金
の
必
要
額

必
要
額
の
例
と
し
て
は
、
役
員
退

職
慰
労
金
規
程
の
金
額
や
残
さ
れ
た

家
族
の
生
活
資
金
（
遺
族
生
活
資
金
）、

後
継
者
の
納
税
資
金
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

Q
5
． 

ご
加
入
の
生
命
保
険
の
保
障

内
容
を
把
握
し
て
い
な
い

●
途
中
で
解
約
す
る
可
能
性
の
あ

る
法
人
契
約
の
保
険

解
約
返
戻
金
の
あ
る
定
期
保
険
の

利
点
は
、
急
な
資
金
需
要
な
ど
の
事

業
リ
ス
ク
に
対
応
で
き
る
点
で
す
。

し
か
し
、
一
度
解
約
す
る
と
以
後
の

保
障
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う

課
題
も
あ
り
ま
す
。
必
要
な
保
障
は

健
康
な
う
ち
に
準
備
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

こ
れ
ら
の
一
つ
で
も
チ
ェ
ッ
ク
が

付
い
た
ら
、
経
営
リ
ス
ク
の
軽
減
に

つ
い
て
エ
ヌ
エ
ヌ
生
命
と
一
緒
に
考

え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
エ
ヌ
エ
ヌ
生
命

の
各
営
業
部
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

万
が
一の
際
の

経
営
リ
ス
ク
再
評
価
の
ご
提
案

会
社
経
営
を
継
続
し
て
い
く
上
で

は
、
様
々
な
リ
ス
ク
を
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
図
1

の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
も
と
に
、
顧

問
先
の
万
が
一
の
際
の
経
営
リ
ス
ク

を
評
価
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

Q
1
．
法
人
へ
の
貸
付
金
が
あ
る
、

ま
た
は
法
人
の
借
入
金
に
連
帯
保
証

を
し
て
い
る

●
役
員
借
入
金

　

会
社
に
貸
し
て
い
る
お
金
を
そ
の

図1　経営リスクチェックシート

□ Q1法人への貸付金がある、または法人
の借入金に連帯保証をしている

一つでもチェックが付いたら、経営リスク
の軽減についてエヌエヌ生命と一緒に考え
てみませんか？

□ Q2事業規模の拡大などにより固定費
が増えている

□ Q5ご加入の生命保険の保障内容を把
握していない

□ Q3自社株の承継に課題を持っている

□ Q4死亡退職金の必要額がわからない

あてはまる項目に全て□︎をお願いします
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岡山県岡山市　平松 荘介
中国ミロク会計人会

表紙の写真 MJSより
製品解説から経理体操まで
YouTubeで動画を配信中！

MJS YouTube
公式チャンネル

　周南市の臨海部には多彩な基
礎素材型産業が集積し、全国有数
のコンビナート群が広がってい
ます。近年、工場群の幻想的な夜
景の鑑賞が脚光を浴びてきてお
り、中でも同コンビナートは「日
本11大工場夜景都市」に数えられ、
晴海親水公園から眺める工場夜
景が日本夜景遺産の認定を受け
るなど、全国的にも高い評価を得
ています。

「周南コンビナートの夜景」
（山口県周南市）

か
も
し
れ
な
い
。
ホ
テ
ル
の
部
屋

の
窓
か
ら
は
、
お
と
ぎ
の
国
に
い

る
よ
う
な
光
景
が
広
が
っ
て
い

た
。
世
界
遺
産
で
も
あ
る
タ
リ
ン

旧
市
街
地
が
近
い
せ
い
も
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
世

界
の
名
だ
た
る
都
市
の
よ
う
な
エ

キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
印
象
は
感
じ

ら
れ
な
か
っ
た
。
ど
ち
ら
か
と
言

え
ば
穏
や
か
な
雰
囲
気
で
あ
る
一

方
、「
若
さ
」
を
強
く
感
じ
た
。

タ
リ
ン
の
街
中
で
は
、
旧
ソ

連
領
の
名
残
も
か
な
り
目
に
し

た
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
、
宿
泊

し
た
ホ
テ
ル
に
あ
っ
た
K
G
B

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
だ
。
K
G
B
に

よ
り
盗
撮
、
盗
聴
設
備
が
設
置
さ

れ
、
ス
パ
イ
活
動
が
行
わ
れ
て
い

た
旧
ソ
連
時
代
の
も
の
が
、
ほ
ぼ

そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い

た
も
の
だ
と
い
う
。
ス

パ
イ
映
画
を
彷
彿
と
さ

せ
る
よ
う
な
大
規
模
な

設
備
か
ら
小
道
具
ま
で

展
示
さ
れ
て
お
り
、
盗

撮
・
盗
聴
活
動
が
普
通

に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い

た
。
今
の
エ
ス
ト
ニ
ア
の
姿
か
ら

は
全
く
想
像
も
で
き
な
い
。

わ
ず
か
4
日
の
滞
在
で
は
あ
っ

た
が
、
エ
ス
ト
ニ
ア
の
光
と
影
の

部
分
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う

に
思
う
。
エ
ス
ト
ニ
ア
が
世
界
を

代
表
す
る
I
T
先
進
国
と
し
て

発
展
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
何

故
か
? 

や
は
り
、
強
く
感
じ
た

「
若
さ
」
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

世
界
の
名
だ
た
る
都
市
の
よ
う
な

エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
印
象
は
な

い
と
感
じ
た
が
、
あ
く
ま
で
「
世

界
の
名
だ
た
る
都
市
」
で
あ
っ

て
、
新
し
い
概
念
で
注
目
を
浴
び

る
都
市
に
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う

と
思
う
。
そ
し
て
、
新
し
い
概
念

が
世
界
標
準
に
な
っ
て
い
く
の
か

も
し
れ
な
い
と
感
じ
た
。

と
こ
ろ
で
、
エ
ス
ト
ニ
ア
の

今
後
の
展
開
を
少
し
で
も
肌
で

感
じ
て
み
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

「e-Residency

（
仮
想
居
住
権
）」

も
取
得
し
て
み
た
。
酒
席
の
ネ
タ

ぐ
ら
い
に
し
か
な
ら
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
。

今
年
の
春
、
念
願
か
な
っ
て
エ

ス
ト
ニ
ア
を
訪
れ
る
こ
と
が
で

き
た
。
エ
ス
ト
ニ
ア
と
言
え
ば
、

I
T
先
進
国
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
、
ユ
ニ
コ
ー
ン
な
ど
の
言
葉
を

思
い
浮
か
べ
る
方
も
多
い
と
思

う
。
首
都
タ
リ
ン
空
港
に
到
着
す

る
や
い
な
や
、
タ
ク
シ
ー
配
車
ア

プ
リ
「Bolt
」
を
利
用
し
て
タ
ク

シ
ー
を
予
約
、
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル

へ
と
移
動
し
た
。
早
速
こ
の
国
を

代
表
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、

I
T
先
進
国
と
し
て
の
エ
ス
ト

ニ
ア
を
実
感
し
た
。

I
T
先
進
国
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
タ
リ
ン
は
近
未
来
的
な
都

市
と
勝
手
に
想
像
し
て
い
た
。
実

際
の
と
こ
ろ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古

き
良
き
街
と
い
っ
た
ほ
う
が
適
切

「おとぎの国の IT 先進国」

おとぎの国にいるようなタリン旧市街地
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謹んでお詫びし、訂正いたします。
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お問い合わせは
エヌエヌ生命プロテクション推進部（03-5210-5980）または最寄りの営業部までお願いします。
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